
 

 

 活動方針の体系図 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①収蔵環境の整備と作品保全 
②人員確保と育成、外部人材活用や人員交流による活力維持 
③アメニティ設備の整備、充実による良好な美術館空間の創出 

 多様性が尊重され、あらゆる人々の 
拠りどころとなります 

多様な主体や地域のパートナーと 
ともに、社会的課題の解決に 

貢献します 

未来につながる美術館を 
実現する基盤を整備します 

①あらゆる利用者モデルを想定した事業の実施 
②障害の有無等を問わない継続的な芸術活動の支援 
③あらゆる人々にやさしい環境の整備 

①社会的課題への関心を喚起させる活動の展開 
②アートを通じた活動による社会的課題解決への貢献 
③文化観光の拠点として、地域の活性化に寄与する事業の展開 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
美
術
館
に 

県内アートをプロデュース・ 
支援し、アートシーンの 

中心となります 

唯一の県立美術館として、 
県内各地域、学校、企業など 
多様な主体と連携します 

①県内各地で実施されるアートプロジェクトとの連携、協働 
②千葉みなと地域との連携 
③アートコミュニティの形成支援 

①多様な主体との協働プロジェクトの実施（再掲） 
②県内各地域との連携 
③美術団体との連携 

県
内
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

拠
点
と
し
て 

①アーティスト同士の交流の機会の創出 
②創作体験の機会の提供 
③アートを媒介としたコミュニティの形成 

アートについて様々な関心を 
もった人々が行き交う場を 

用意します 

アートに触れる楽しさを伝えて、 
子どもたちの感性を育みます 

様々な方策で若手アーティストを 
支援し、地域のアートを 

育てていきます 

①想像力を育み感性を刺激する鑑賞、体験プログラムの実施 
②学校教育との連携による美術教育の拡充 
③多様な主体との協働プロジェクトの実施（再掲） 

①滞在制作プログラムの継続的な実施・支援 
②アーティスト連携や県民参画によるプログラムの実施 
③県内アーティスト、美術団体への継続的な活動支援 

次
世
代
の
感
性
を 

育
成
す
る
場
と
し
て アートについて様々な関心を 

もった人々が行き交う場を 
用意します（再掲） 

①アーティスト同士の交流の機会の創出（再掲） 
②創作体験の機会の提供（再掲） 
③アートを媒介としたコミュニティの形成（再掲） 

新
た
な
出
会
い
と
発
見
の
場
に 

  世界の潮流を捉えたアートを活用し、 
おどろきと感動が得られる 

千葉発のアートシーンを創出します 

県ゆかりから新たな分野までの 
作品を収集・研究し、その価値の 

向上に努めます 

様々なニーズに合わせた体験を 
提供します 

①多様なニーズや経験の違いに応じた体験プログラムの実施 
②世代に合わせた講座や体験プログラムの実施 
③様々な特性を持つ人々への対応 

①房総の美術をはじめとするコレクションの紹介と研究の深化 
②アーティストの顕彰と活動支援 
③時代に合わせたコレクションの拡充 

デジタル技術を活用して、 
情報発信や、新しいアート体験を 

創出します 

①デジタル技術を活用したアートと鑑賞体験の創出 
②デジタル技術を活用した積極的な情報発信 
③資料のデジタルアーカイブ化 

①多様な主体との協働プロジェクトの実施 
②野外空間を活用したアートの創出 
③他分野とアートの融合 
④国内外のアーティストとの交流の場の創出 
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